
   

 
 
 

 

 
 
高校生期は、大人の社会でどう生きていくかという課題に出会う時期です。生徒

個々の将来を広い視野から考え、自分自身で適切に進路の課題を対処できるよう導

きをお願いいたします。  

 

 
 
・ 「生徒一人一人のキャリア発達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していくため

に必要な意欲・態度や能力を育てる教育」ととらえ、生徒一人一人の勤労観、職業観を

育てる教育です。 

 

 

 

 

・ 生徒のキャリア発達の的確な把握と、キャリアカウンセリングの機会の確保と質の向上を図

り、社会人・職業人としての資質・能力を高める指導の充実が求められます。  

・ そのためには、働くことの意義についての総合的な理解の促進と、早期からの自立意識の

涵養と豊かな人間性の育成が必要です。 

 

 

 

 

・ キャリア教育の視点に立った地域社会等とのコーディネート。  

・ 職場体験、インターンシップの実施。 

・ 地域の産業界等における人材をキャリア・アドバイザーとして確保し活用する。  

・ 保護者と連携し、家庭の役割の自覚や保護者の学校教育への積極的な参画を促す。  

 

 

 

 

・ 従前の実態調査によると、生徒は将来の生き方や進路について考えるために、「自分の個

性や適性を考える学習」「進路選択の考え方や方法」「将来の生き方や人生設計」「学ぶ

ことの意義や目的」についての指導、卒業生は「自分の個性や適性を考える学習」「進路

選択の考え方や方法」「社会人に必要なモラルやマナー」「産業や職業の種類や内容」の

指導をしてほしかったという内容があります。  

・ 「後の祭り」とならないためにも、これらキャリア教育や指導を進めていただくのは当然の事、

キャリアプランニングスーパーバイザーを活用いただき、カウンセリングはもとより、キャリア教

育に必要な講話等の聴講機会を多数設けていただき、キャリア教育の充実を図っていた

だきたい。 

 

     
※ キャリアプランニングスーパーバイザーがキャリア教育のお手伝いを
いたします。ご用命ください。 
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